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１，民国元年C1912年）　　　　　　，．　　＼　　　　　　‥
　孫文加民国元年,･中国社会党に対して行っrこ講演「社会主義の涙別と方法」（全集二集100頁）の
中に見,られ’るところを要約すればに社会主義は博愛の精榊を以てL-一部の人の利益褐占を排除する7こ
めに経済的分配法の原理に本き，階級的経済不平等を解消しなければならない．その意味に於て
　「ヘンリー氏の土地公有，マルクス氏の資本公有の学院は,’社会主義の筒音を得てゐる．」．（全集二，
集1‘t5頁）アダム・スミスー涙の労働者抑圧の功利院を否定し，ヘンリー･・ジョージ’の土地公有詮や
マルクスの資本公有，労働者擁護の経済を採用綜合するといふのが，彼の経済院である．彼は罷工
を根本的解決ならすとし，分配の平均を先決問題となし，各国の社会主義者炉蒋来の社会革命の哨
を慮･り，マルクスの学院を提唱し，分配の平均を主張し,ヽ･これによ’つて根本的にして平和的な解決
を得ll’･,･過厩派が均産主義を実行して『攘奪変乱』の幅を惹起するのから免れようとしてゐる．
　「故に;土地回牧;資本公有の二院は国是を云々するものの賛成すろ所であり．労働に相当してゐ
る報酬を受しヽヽlきであるといふ院は，全世界の学者炉贅成する所である．我が･国（中国のこと）で
祗会主義を提唱すれば，人が皆，無病なるに呻吟すると埓して排斥する炉，これはますご社会主義の
作用を知らぬのだ．今日の中国’に於て祗会主義を言ふのは，大資本家の発生を予防するす二･めだ．無
病の呻吟どころ･か，正に転ばぬ先の杖であ｀る．資本炉発達せす，地價が塘加しないうちに解決して
了ふべきであろ．大休地價の増加は，その持主の力でなく，祗会進化の結果であるから，地主だけ
加この玲加分を褐占するのは不合理である’．興が国七今日祗会主義と云って土地公有を主張するこ
と，即ち地價及び徴校地價税の二法を規定するのは..ﾌ実は社会主義の政策なのである．それは地主
所有の土地を調査して置いて，その價は自分で定めて報告させ，国家は其の報告別丿こ地價の百分
のーを税として徴収する..地主は自分の土地の價加昂まるのを欲すれば，土地の報告の際iこそれだ
け高く地價を報告せねばならぬので，それに伴って税金炉高くなる．そこで税金を帽くしようと思
へば，地價を低く報告しなくてはならない．あまり低く報告すれば，政府によって安く買上げられ
て了ふ危瞼炉ある．かう･いふわけで余り高く報告することもなく･，又余り低く報告するこ.ともなく
なる･のである．国家はその地價を規定の地價として，それ以後の増加分は公のものとし，私人の利
益とせす，地主加利益を褐占しないやうにする．『土地の支配方法を研究すれば，やがて祗会主義
の紳音炉得られる．』（全集二恥20頁）＼「地租の牧入を幽家に帰すれば，国家は忽ち富有に’なる．自
分は社会主義に対しては，その『国利民祗』とい,ふ榊聖.さを歓迎するのである」’（上掲講演の要約j）
といって，社会主義実行の第一に必要なこととして，農奴解放と労働者救済とを挙げてゐる．そ･れ
は彼の「社会主義の国家は一つの頁に’自由・平等ぶ博愛の境域ヤあるし」（全集二集12頃）といふ精
紳に本いのである．孫客の’理想的社会主義国家は，「国家が鉄道・鎬業・森林・航路の牧入と完
　　２　　　　　　　高知大学学術研究報告　第２巻第１号
舶せる人民の地相地税を有するならば，府庫は充ち，勢とし.て之を取れ‘ども帽きす，之を用ふれど
　も阪きすといふこどこなろ．祀会主義の学者は，途に進んで経理を埓し，国家経費の余を提供して
J社会の種々な幸謳を謀ること炉できる．第一に教育（孫氏の説明かある炉略す．以下各項同じ）第
二養老，第三病院其の他聾唖癈残院公園等」（全集二染121頁）といふやうなものである．以上によ
って見られる如く，孫文の祗会主義国家論は彼の称するj「以国家社会主義的ならのであろ．この
:祗会主義的要素を見るに，フー1リェー派のヴィクトル・コンシデラン(180S―1893)の主張しﾌﾆ
　「革命なき社会改造，秩序，正義，及び自由の実現，産業の組織化，資本と労働と智能との社会
北」に通するもの加あろ．リニだ「革命なき函二会改造」だけ炉一見合致しないやうである炉，これは
反満倒清の政治革命炉柊り，次は階級闘争の盆命を起すか否かの時に当り，かかる闘争によらす，
一経済改革に依って国家を社会主義化しようとする所に，私はやはり「革命なき国家吐会主ａ」を見
出だすのである．実際，孫文の言葉に民国元年以後に行ふべき革命的経済革命の理論は見当らない
のである．又ルイ・プラン(1811―1882)の国家社会主義に見られる聘来の社会主義的国家へ向つ
ての現在社会の漸進的推移即ち鉄道・鏑山・兌換銀行・保瞼局の管理を国家に於てなし，農工労働
渚に対する保護を実施し，以て遠からすー種の経済的無政府状態に堕すべき現今経済4川旋の激烈な
.競争を決定的に経坊させようとする国家資本主義と大体一致して居る．ルイ･・プうンの説を「最も
榊秘なものjと云ひ，「社会主義は一種の空論にして永遠に実現し得ざるもの」と称して無政府主義・
を唱へすこプルードン(1809―1865)の論の中に，孫文の厨l云っ了こ「耕者有其田」加あり，その上
4こ「工人有其器丿迄も見える．（万有文庫本・赳mm-i!±会主義郎7頁）又孫文の唱へすこ農民銀行の先駆
としで,.プルードンの物品を交換し，無利息で貸付を埓す人民銀行加挙げられる．仁だプルードン
の考へ方炉梢い敞底してゐるだけである．又孫文の土地資本ど分配りこ対する考へ方に於ては，国
丿家計会主義者ロードベルツス(1805―1875)の土地国有，分配国管説に通じてゐる．国家観に於て
フィヒテの「国家の職務は，す二だ人民の生命財産を保護するばかりでなく，まさに先づ人民を養育
し，人民を富裕にすべきである．人民をして生命と財産とを持7二しめて然る後に保護を考慮し得る
のである．国家にして此の目的に到達せむとすれば，すなはち人民の生計を維持し，人民の生活晶
を供給すべきである．人民の唯一の目的はすなはち生存に在るｶ唄である．而して人民は世界上に
於て皆生存模を有するのである.」といふ生存第一主義に同じである．これは又国家祗会主義者ラ
サーレ(1825―1864)の国家観に通じ，ラサーレの生産協会を設立し資本の不足分を国家負担にす
るといふ点だけが，孫文の国家資本に徹底しようとする’のと逍づてゐる．上記ルイ・プランの睨に
本き，国家祗会主義を提唱し仁ピスマークのことを，孫文は民国元年９月４日北京共和党祗迎会の
席上に於て建べ，（仝雄二雄10頃）彼の国家祀会主義の内容を暁明して，「民生主義は決して貧富
を均しくする主義ではなくて，国家の力を以て天然の実利を発達せしめ，資本家の専制を防ぐもの
である．Ｊｒ日本が前年祗会党の多くの人を殺し，其の政府加又,姻草専資等の事を主張（註1.）し
すこのはすなはち国家祗会主義である．これによって此の主義炉決して出鱈目でなく世界に通行して
ゐること炉わかる．英米各国は皆資本家の専制の害を受け,･総統の年俸は十万に過ぎないのに，資
本家の一法律顧問･は年俸三十万である．これで資本家の勢力加わかるではないか．議員に至っては
ス，多べは資本家に買牧されてゐる．中国は十年後に必す十万人以上の大資本家を有するやうにな
石．今に於て予防するとすれば，す二だ国家裁会主義の提唱あるのみである．」（全集二集100頁j）と論
じてゐる．　　　　　　　　　　　　●
　註1.人民社発行,日本革命運動小史第!部（産菜革命よ!）十二人の受雖まで」及び岩波書店発行,細川嘉六氏著日
　　本仕会主義文献解脱52頁「明治四十一年より大正三年に至る文献」の項參照．
　以上によって，孫文の民生主義は，すくなくも民国元年当時には国家社会主義であっすこといふわ
　　．三民主義の研究第一部　孫文の吐会思想発展の過程∧その二（荒木）　　　　　　　　---一一--
けである．決して共産主義でなかつすこといふことに吾人は注意しなければならない．．
３
　上海民智書局本総理全集五冊は最も,よく資料を蒐めてあろと思はれる炉，この中で講演として民
生生義に嗣係あ.る印）を分類すれば，大体に於て民国前七年，民国元年，尿国十午.，民国十万年，
民国十三年の五年に区別される．それらの中，民国元年のもの炉最も数多く，･又各方面に亘ってゐ
　　　　　　■　　　　　　　　　●　　　．　’　　　　　　　　　　　　　　　！　　’●　－　ｆ　　　．　　　　　　　Ｆ
るｉすなはちこれは，孫文自身炉「民生主疆と社会革命」－（全集二知23頁2）の中に於て，「今日満
清退位し，中華民国成立し，民族・民権両主義は倶に達せられ7こ．仁だ民生主義のみ炉，なおまだ
著手されでゐなりでゐる．今後吾人炉，まさに力を致すべき所のものは，すなはちこの民生主義で
ある．」と述べてゐるやうに，民国元年が民生主義実践開妨の年と考へすこが故に，その理瞬的根球
を呉へようとして彼炉各地各方直に於て講演し仁ものと察せられる．彼炉中国古来の井田の制を均
　　　　　　■ｇ　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｋ　　　　　　　●　　　■産主義の濫舘と云ひ，累世同居を共産主義の唱矢と述べ，（全集二集101頁J）又「二百七十年前に中国
加満洲に亡ぼされてから，中国は光復を図るの挙が全部で幾度あっす二か知れぬ．’各処の会党鍋く廣
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　●　　　゛加ってゐる炉，皆これは民族主義を実行しようとするものであ･る．五十年前の太平天国は即ち純然
包る民族茎命の代表である．仁だし，これは，包だの民族革命で，革命後はやはり専紺たろを冤れ
　　・）　　　　　　　　　　　　　，
なかっすこのであり，これらの革命は成功とは云へない．八九年前少数の同志が日本で同盟会を起し
●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　・三民主義を定めす二．㈲民族主義，り民権主義，同民生主義である．』（全集二mi23頁）と述べてゐる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　　・　　　　●　　　　　　　　　ｆ　　　　　　「
のは，中国に於ける民生主義の来歴を語るものである．しかし，歴史的に見れば，この年の民生主
義は民族革命に対する民生主義であり，やはり観念的なものに止まってゐす二．このことは後述する
　　　　　　　　４　　●　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　Ｉ
所によって明かになるであらう．
　以上によって民国元年に於ける孫文の民生主義の根本を述べ仁つもりである．次にその民生主義
の実施政策を述べなければならぬ．孫文自身の演述は．この方面に於ても亦至って断片的である．
私はその断片的なものを主観を避けつつ次に綴合はせてみる･．　　　｀･
　　中国は全員貧乏なんすごから民生主義の実現には先づ富国策を採らねばならぬ．その篤には修路・
　　開笥・工？商・農・林のこと炉必要である．（全集ゴ渠143頁建設の二大要務）その篤には国家資本
　．が必要である．その篤には土地税として照價徴税（全集二卿24堪尽生主義と此会革命j）.をし且つ外債
　　　　　●●　　・　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　４
’を大に歓迎する．（全集2’集12須民生主義と趾会革命）
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　●　　　　　　　　　ｔ
といふのである．本来民族資本を以て国営事業を運営するの炉本則である．･しかしその集結が困難
ずぶりと見て，外国喪本の利用を考へすこのである炉（孫文は革命戦争時代にも外国よりの借款には常
に努力しすこ炉）この外国資本によって後来中華民国炉，かへって外国の包め手足を封じられるとい
ふ破目になるのである．最後に民国元年の民生主義を主義の面から要約して，この項を終ることに
するＬ　●　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　民族民権の問題は，革命によって一座は成り．今後は民生主義実践の時期となっ?こ．（全集二集12
　頂）民生主義は民生幸溺（二集５頁）を謀るものであって，それは中国古来の政治理念である．
　　（ニ抑o5聊民生主義は四つの大眼目があり．それは呻資本,呻土地,同鉄道,糾教育で特集139W)
　　ある．資本の節制はマルケスに依り，土地公有はヘンlリー・ジョーのこ.体っ北．（二集川頁）（孫
　　文は土地の不労所得に対する特別課税の点だけはミルに従っている加根本的にはヘンリー・ジョ
　　ージの単税論に学んだものであり，（註１）天然税（二集135頁）を徴収するもので照價微税の方法
　　をとろ．（二集124頁:）この資本と土地に開する政策によって民族資本を国家に於て運営し，富国
　　策をなす．それは道路・鍍山・工商農林業等を開発することである．－（二-1143頁丿資本の不足に
　　対しては外債を利用す’る．（二H125M)この政策によって浮んだ金智投じて学校教育（二襲128頁）
　　養老を篤し，この国家祗会主義（二集99頁八こよって国利民聊を図る．（二a 128頁j）
といふのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
●
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　２．民国２年(1913年）
　　この年に於て注意すべきものに「銭幣革命」（全染一如OH頁）.，F国民月刊出世辞」（全集一雄10
　33頁），「南北統一の政治と外交との方針」（全集二集575頁丿等がある．
　　「鮮幣革命」は躊幣局，公倉工廠，及び紙幣牧緞局を設立して，中国の財政困難を救ひ，当時，外
　蒙に勢ﾌﾟJを伸ばしつつあっ7こ露国に対して電ひ得る力を獲得するととを主張し7こものである．端幣
　局といふのは，紙幣及び五毫，一毫（一毫は十銭）の銀貨，五仙，一仙の銅貨を製造発行し，日本
　に倣って金本位制を実施し，芭金銀貨を使用することを殴禁するといふのであり，公倉工廠といふ
　のは，人民炉物と貨幣と交換し，又は労働と貨幣と交換し得る場所のことである．孫文は有事の際
　に予想される金融恐慌に対処する7二め，右の計画によって中国の金銀の海外への流出，各国金融家
　の褐占を防止し，中国金融の褐立性を確保せよと主張･しす二のである．
，‘「国民月刊出世辞」には，太平紛飾を止め，.不断の努力によって，学問事業の進歩をはかり，世
　界文明諸国に列すること，失敗を悲観することなく，将来の民生幸祗の希望を抱き，拠観の精榊，
　堅忍の毅力を有して目的を逢成すること，私見私争を止めることの三っが彊く要望されてゐる.
　　　「南北統一後の政治と外交との方針」，といふ談話に於ては，孫文加外款を借用すること加相互
　の利徐になること，その借款の重要な使途は実業，新城ａの建設，交通等であって開墾などではな
　いこと，英国が新に租界を拡張することを否定し，沙面の管轄極を主張すること，英人の中国に於
　ける極限を在英中国人と数年後には同等にしすこいこと等を表明してゐることに，彼の領土保全に対
　する細心の注意炉窺はれる．　この談話に於て，もう一つ注意すべきことは，教育の改良は裳学校
　　（小学咬），高等学校，書院，大学堂の順に実施されるべきだと述べられてゐることは. 1894年
　　（民国前18年）李鴻章に逡っ7こ書翰の中で「農師学堂」の倉組を要望してゐるのに比較する時，全
　　く隔世の観炉あろ．
　　銭幣革命案と云ひ，領土保全と云ひ，すべて当時の国際情勢の反映であり，その事情は民友絵発
　行「新支那」 55頁以下（これが資料的に最も詳細である），東洋史講座第四期380頁以下. M. J.
　Bau; The Foreign Relations of China p. 104を綜合すれば，よく判る炉，しかし，それは
　本論文にとって直按に重要ではないから=省略する．
　　　「国民月刊出世畔」は，辛亥革命後ねちまちにして其の失敗に淑づいす二孫文炉，今後の革命迦動
’への伏線を示し7こものと見れば，興味あるものであり,’最後の新聞記者との庶対の談話を見れば，
　その見識に於て，その受悟に於て，孫文炉尋常一様の人物でないこと炉よくわかる．
　３．民国３年(1914年）　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･●
　　民国三年の民生主義を代表するものぽ「民生主義を提唱する頁義」（全集二雄158頁）の演説であ
　る．この中で孫文は概略次のように述ぺてゐる，
　　民族・民極の二主義は，心ある者は皆贅同するところで，7ことひ君主国体の説を堅持する者炉め
　　っても，その理由は薄弱だから，少しの弁論で，１こちまち消滅する加，民生主義に至っては居然｀
　　として反対者加ある．その言ふところは，「祗会主義の実際は欧米文明国に於ですら行ふことが
　　できない．中国に於ては一珊できない．且つ今日外国の資本家は，金銭の勢力を以て我が国の財
　　政を誤断してゐる．いやしくも吾が国の資本家加実業の発展を図って，資本の力を以て外人を牽
　　制するよう極力主張しなければ，当今経済競争の世界に中国の立つべき地盤炉なくなって了ふ.」
　　といふのである．この言は民生主義を知らないで盲滅法に反対しているだけである．民生主義は
　　資本に反対するのではない．資本家に反対するのである．少数の人加経済の力を褐占し，祗会の
　　富源を褐占することに反対するのである．鉄道を国有にするのは，満清専制私利の7二めとは異り
　　公意によること，人民炉生産上の自由を共受すること，云々．
５●
　と述べ，最後に民生主義は「国家計会主義」なることを主張して結ばれてゐる．　　　　　／
　この演説に於て特に注意しなければならぬと思われることは，「凡そ物事には階梯といふもの加
ある．今資本家の階梯炉経過できてゐな･いのに，夢の如く，民生主義を主張し7ことて，人民の知．
噺祗会の組織ら皆その僣梯に達してゐないのだ.Jj=いふ説を否定して，孫ガが「ああ゛，果し
て，その言の如くならば，共和の先に必ず君主立憲の一階段を経てゐなければなちな.ヽことになり
今の共和は何としても表現できなかっに筈である．」と云ってゐる論法である．経済革命を論する
に政治革命を以て根顛たらしめる孫文は，かかる強引な論迦を各所に於て進め，後に述べるr知難
行易」説に於てその態度は著しく，忿に胡適をして･反駁せしめるに至るのである．孫文の革命的精
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　１紳と其の実践力の偉大さと,･其の理論の廣大さとに心からなる敬意を挑ぴっっも，私は孫文の，か
かる論理的不精密さ炉，後世国民党員の頭脳と精紳とに大かれ少かれ影響してゐる･ことを見逃して
はならないと思ふ．
４Ｌ民国５年(1916年）　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●
　この年に注意すべきものは「二次革命後国民に対する宜言」‘「仝集二集宣言17頁」）と「道路加建設
着手の第一歩である」（仝集二塁講演172頁）とである．＼　　　　　゛　　・”‘
　前者の文中夕特に注意すべきものは，三民主義の精紳として考へらるべき，F信する堺の主義に　･．
忠ならば，生死朝幅の埓には少しも屈じない.」といふ彼の言である．　　　ダ
　後者は浙督軍裂に於ける歓迎会席上の演説であって，恐らしこの時，浙江地区の財界人炉多か’
つ7このであらう．孫文は狽立各省の中，瓜（雲南），斯（貴州），桂（廣所）は皆nm. m東は混乱
の余波未だ消えぬ故，この浙江炉最も希望炉掛けられ，且つ浙江の絲の生産は世界的なものである
から,’その7二めにも自動車道路を早く開いで利用せよと云ってゐる．なほ，この中の孫文の言葉に
よれば，鉄道のｍ要性は，一般に既にﾑkく詔められてゐ仁やうである．
５．民国６年(1917年）　　　　　　　　　　　　　　　’‘
　民国六年に「中国存’に問題」（全災一雄93頂）の熱論があり，孫文はこの諭文によって. nmm
正中立を強く主張してゐる．その中で，民生に直接開係ｊる主張を拾って見ると，領事裁判榛の撤
去，回税の改正,.満洲，外濃，西蔵，四川，揚子江流域，新疆，雲南，廣西，山東，頴建等の失地
榛恢復，各国の中国労働者虐待の事実，戦時利用の中国経済振興，中国炉列強瓜分の対象となって
ゐることに対する警告，褐立の精紳を堅持すること，利によって惑ひ国際信義を誤り，永久の国際
的信用を失はぬこと．．（ベルギー，ギリシヤを模範とすること），民意を尊重して少数政客口附和鎔
従を城め‘ること等，実に廣範囲に亘り，微に入り細に亘って論じてゐる．これは袁世凱に対する政
治的立場が，彼を駆って，ih熱心に袁氏め対褐宣戦論に反対さサ仁ものと見られる炉，しかし，
人民と民国の蒋来とを思ふ知者の言，審1こ世界情勢を研究し，且つ論述柿を得て居り，孫文諸論の
中，優れ7こものの一と云ひ得る．
　･民国六年に有名な.「民権初歩」（公集一ヽ妙13頁）1が発表され，それは建国方略之三，歌会建設とし
て全集に組込まれてゐる．これは集会の要領を詳述し仁ものである加．注意すべきは，その序文で
ある．孫文のこの序文によれば，民榛初歩岬書かれ仁理由は，中国人炉長年集会を蔽禁されてゐ7二
ので「人心を固結し群力を糾合する」という天性を殆ど消失し，それがため」集会の原則，集会の
条理,‘集会の習慣，集会の,経験等加全くない..ぼの上の砂の様にばらばらの民衆を急に民国の主人
の地位に登し仁のだから，どうしてよいかわからぬのも無理はない．集会と,いはれてゐるものは．　ユ
　　　丿　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ烏合の衆の集に過ぎないﾛ）であって，中国の国民は今日実際のところ.民榛の節一丿･歩を行ｊヽこどすら
もできないのだ.」（何卜妙15頁）といふ次第故，集会の方法を指導するといふのであり，これに
よって典論を暢達し，桐民精紳を昂揚し，倒袁運動の一瓊7こらしめようとし仁のである．（未完）

